
［成果情報名］ジャノヒゲ類の生薬バクモンドウ形成に関する特性調査 

［要約］ジャノヒゲ類の生薬バクモンドウを含む塊根は、株分け時期 5 月以降、１２月ま

で発生が認められず、１２月以降に形成され、特に３月から５月に肥大する。  

栽培品種は、中国産のジャノヒゲが株あたりの塊根部の重さ、一個当たりの重さで優

れ、栽培方法については、根圏ストレスを与えず、夏場遮光処理をすることにより、塊

根部の生育が増加する。 
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［背景・ねらい］ 

現在、国は薬用作物の国産化を推進しているが、本県の植木産地で栽培される緑化植

物の中には薬用作物として活用可能な品目が多い。その中で、約９ｈａの栽培面積を有

し、出荷額全国１位（ｼｪｱ 40％）の産地を形成しているジャノヒゲ類は、消炎、滋養強

壮､鎮咳等の効果を有する薬用作物としての需要が高いにもかかわらず、国内需要全量を

輸入に頼っているのが現状である。 

そこで、国内生産を行うためジャノヒゲ類の生薬バクモンドウについて、時期や栽培

条件の違いによる塊根の肥大について明らかにするとともに、国内の品種と中国産のジ

ャノヒゲについて比較し生産の指針とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ジャノヒゲ類の生薬バクモンドウが得られる塊根部について、１２月ごろから塊根が

発生、肥大が認められ、その後緩やかに増大し、３月から５月の株分け前に急激に増加

する。(表１、図１) 

 

２．株あたりの塊根部(バクモンドウ)の重さは、中国産ジャノヒゲが最も重くなり、国内

のジャノヒゲ類の中では栽培種のジャノヒゲが一番重くなったが、中国産の約 1／４で

ある。(表２) 

 

３．栽培方法について、根域制限しないこと、夏場に遮光処理を行うことにより株あたり

の塊根重は大きくなる。(図２) 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

１． 鈴鹿市西部の植木産地の露地黒ボク土壌条件下で活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




